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大
村
益
次
郎
墓（
山
口
市
鋳
銭
司
）

花
神
（
大
河
ド
ラ
マ
）
の
後
30
年
で
訪

ね
る
が
、
隣
の
妻
琴
子
の
墓
と
厳
粛
な

気
持
ち
で
の
撮
影
に
な
る
。

（
ニ
コ
ン
Ｄ
200  

18
㍉　

F
11　

１
／
125
秒
）

　

益
次
郎
は
鋳
銭
司
の
医
家

に
生
ま
れ
洋
学
・
医
学
を
学

び
、
後
に
兵
学
を
も
っ
て
毛
利

藩
に
仕
え
る
。
幕
府
の
長
州
征

伐
に
際
し
て
の
四
境
戦
争
で

は
幕
軍
を
洋
式
兵
法
で
破
り
、

倒
幕
の
機
を
早
め
た
人
物
で
、

１
８
６
３
（
文
久
３
）
年
、
長

州
藩
士
井
上
馨
、
伊
藤
博
文
ら

の
５
人
に
よ
る
英
国
留
学
（
長

州
フ
ァ
イ
ブ
）
を
周
旋
も
す

る
。
東
京
靖
国
神
社
の
社
頭
に

あ
る
大
き
な
銅
像
は
在
り
し

日
の
英
姿
で
あ
る
。

ら
山
口
へ
と
移
り
、
京
都
の

急
進
派
七
卿
は
追
放
さ
れ
て

山
口
の
井
上
家
に
寄
寓
す
る

な
ど
の
政
変
が
あ
り
、
井

上
、
伊
藤
ら
は
帰
藩
を
決
意

し
１
８
６
４
年
３
月
に
ロ
ン

ド
ン
を
発
ち
帰
国
し
た
。

　

以
後
井
上
は
国
政
の
要
職

を
歴
任
し
て
伊
藤
、
山
県
の

長
州
内
閣
を
補
佐
す
る
。

　

明
治
初
年
に
萩
か
ら
山
口

へ
移
住
し
た
膳
部
職
斉
藤
幸

兵
衛
の
料
亭
名
を
菜
香
亭
に

し
て
扁
額
ま
で
書
い
た
の
は

井
上
馨
で
現
在
も
菜
香
亭
に

実
存
す
る
。

　

昭
和
30
年
代
の
は
じ
め
同

公
園
に
中
原
中
也
の
詩
碑
を

建
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
市

広
報
課
に
在
職
中
だ
っ
た
詩

人
和
田
健
氏
を
中
心
に
作
家

大
岡
昇
平
等
の
協
力
で
完
成

し
た
。
そ
の
他
山
頭
火
の
句

碑
も
あ
り
井
上
公
園
は
山
口

の
史
都
空
間
だ
。　
　

（
Ｆ
）

で
告
示
を
し
井
上
公
園
へ
の

改
称
に
か
か
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

明
治
維
新
の
元
勲
で
外
務

大
臣
な
ど
の
要
職
を
つ
と
め

た
井
上
馨
（
聞
多
）
生
誕
の

屋
敷
跡
で
あ
る
。

　

１
８
６
３
（
文
久
３
）
年

に
井
上
馨
は
毛
利
藩
か
ら
海

外
視
察
の
内
命
を
う
け
て
、

５
月
に
伊
藤
博
文
ら
と
共
に

ヨ
コ
ハ
マ
を
出
発
し
て
上
海

経
由
で
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
っ

た
。

　

一
行
は
５
人
で
い
わ
ゆ
る

長
州
フ
ァ
イ
ヴ
な
の
だ
。

　

ロ
ン
ド
ン
到
着
半
年
余
年

の
滞
在
中
に
、
藩
主
は
萩
か

　

市
の
都
市
計
画

審
議
会
で
は
湯
田

温
泉
の
高
田
公
園

を
井
上
公
園
と
旧

称
に
す
る
議
案
を

可
決
し
、
市
は
改

め
て
３
月
30
日
付

４
２
ペ
ー
ジ
に

は
、
空
中
写
真

や
方
言
地
名
と

い
っ
た
資
料
、

島
の
生
活
の
歴

史
、
精
神
誌
な

ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
多

　

こ
の
ほ
ど
、
県
立
大
学
国

際
文
化
学
部
の
安
渓
遊
地
教

授
が
編
者
、
執
筆
者
と
し
て

携
わ
っ
た
「
奄
美
沖
縄
環
境

史
資
料
集
成
」（
安
渓
遊
地
・

当
山
昌
直
編
、
南
方
新
社
発

行
）
が
、
沖
縄
を
テ
ー
マ
に

し
た
優
れ
た
出
版
物
に
贈
ら

れ
る
「
第
32
回
沖
縄
タ
イ
ム

ス
出
版
文
化
賞
」（
沖
縄
タ

イ
ム
ス
社
主
催
）
正
賞
を
受

賞
し
た
。
今
回
受
賞
し
た
の

は
、
特
別
賞
２
点
、
児
童
部

門
賞
２
点
を
含
む
全
５
作

品
。
応
募
総
数
２
７
４
点
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
。

　

同
書
は
、
安
渓
教
授
が
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
た
、
総
合
地

球
環
境
学
研
究
所
「
列
島
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
奄
美
・
沖
縄

班
に
よ
る
５
年
間
の
共
同
研

究
を
ま
と
め
た
も
の
。
14
人

の
研
究
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
も
と
に
執
筆
し
た
８

彩
な
自
然
環
境
と
人
々
と
の

共
生
を
各
分
野
か
ら
い
き
い

き
と
描
き
出
し
た
読
み
物
と

し
て
の
面
白
さ
、
次
世
代
に

研
究
成
果
を
渡
そ
う
と
す
る

深
い
思
い
が
評
価
さ
れ
た
。

　

安
渓
教
授
は
「
読
め
ば
読

む
ほ
ど
面
白
く
な
る
作
品
。

20
年
以
上
か
け
て
完
成
し
た

巨
大
な
辞
典
『
竹
富
方
言
辞

典
』
や
、
16
年
か
け
て
中
国

語
源
典
か
ら
訳
さ
れ
た
『
冊

封
使
録
集
成
』
11
巻
な
ど
と

並
ん
で
受
賞
で
き
る
こ
と
は

大
変
名
誉
な
こ
と
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

沖縄タイムス出版文化賞受賞
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